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・当センター理療教育課程入所者を対
象に主として学習手段を調査

・高齢化、全盲者の減少傾向、糖尿病
性網膜症者の中・高齢層への集中と
視覚障害の重度化

・使用文字は学習手段の多様な組み
合わせで支えられている

ことが明らかになっている

・高機能化を追求せずに、6点ｽｲｯﾁによ
る文字入力と他の4点ｽｲｯﾁとの組み
合わせによる簡単な編集機能のみ搭
載しています。入力内容はメモリに保
存し、読み出すことが可能です。

・パソコンとUSBケーブルで接続すること
で保存内容をｷｰﾎﾞｰﾄﾞの代わりに入力
することもできるように開発を進めてい
ます。

開発のポイントは？開発の背景（実態把握調査）

・W１６０ｍｍ×D１００ｍｍ×H約３０ｍｍ

・重さ約３８０ｇ

・バッテリーに充電

・連続使用4時間を目標

・音声辞書を搭載していないので、入力
した文字を滑らかに読むことはできま
せん。今後の課題となっています。

・平成23年度 厚生労働省障害者自立

支援機器開発促進事業により、製品
化を目指しています。

実用化に向けて

・教室間の移動を考慮して、軽量・小型
化を目指しています。

・電源を入れると直ぐに起動するので、
操作を開始するまでの待ち時間はあり
ません。

・入力した内容は直ぐにメモリに保存さ
れますので保存操作は必要ありませ
ん。

実用化に向けて


